
 

 

 

  
  

中本 道代 （なかもと みちよ）    

広島市佐伯区に生まれる。広島女学院中学

校、高等学校を経て京都大学文学部卒業。

詩集に  春の空き家』 四月の第一日曜日』

 春分 vernal equinox』 黄道と蛹』など。

第 2回現代詩ラ・メール新人賞受賞。 花

と死王』で第 18回丸山豊記念現代詩賞受

賞。 接吻』で第 26回萩原朔太郎賞受賞。 

エッセイ集に 空き家の夢』がある。 

お問い合わせ・お申し込み 

広島市立中央図書館 

〒730-0011広島市中区基町 3番 1号 

TEL 082-222-5542  FAX 082-222-5545            

http://www.library.city.hiroshima.jp/ 

        講師 中本 道代 氏（詩人） 

故郷と詩のつながりのことなど、朗読を 

交えながらお話しいただきます。 

日時 12月 22日（日） 14：00－16：00    

会場 広島市立中央図書館 ３階 セミナー室 

定員 60名（先着順） 

申込方法 来館、電話、FAX、図書館HPの専用フォームからお申し込み 

ください。（12月 1日（日）9：00から受付開始） 

＊手話通訳・要約筆記が必要な方は、12月 6日（金）までにお申し込みください。 

＊申込に際しての個人情報は、当事業開催の目的にのみに使用します。 

＊この講演と朗読の会は、広島市高齢者いきいき活動ポイント対象事業です。 

 講演と朗読 

－黒田三郎生誕１００年－ 

 企画展 

2019．12.1（日）— 2020．1.30（木） 

＊期間中の休館日：月曜日（1月 13日は開館）、 

年末年始（12月 29日（日）－1月 4日（土））、１月 14日(火) 

＊期間中の開館時間：火－金 9：00－19：00、土・日・祝 9：00－17：00 

広島市立中央図書館 ２階 展示ホール 

主催 広島市立中央図書館 

 
入場 

無料 

「紙風船」などの作品で知られる、呉市出身の詩人 黒田三郎が

今年生誕 100 年を迎えました。黒田三郎をはじめ、大木惇夫や

原民喜、峠三吉、栗原貞子ら、広島ゆかりの詩人たちに関する

資料を展示し、その生涯や作品をご紹介します。 

黒田三郎（1919－1980） 


